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株 式 会 社 Ｎ Ｔ Ｔ ド コ モ 

 

 

２０１７年度 総務省「５Ｇ総合実証試験」の成果について 
 

 株式会社ＮＴＴドコモ（以下、ドコモ）は、総務省の「第５世代移動通信方式（以下、５Ｇ）の実現による   

新たな市場の創出に向けた総合的な実証試験」（以下、総合実証試験）※１で、２０１７年６月から       

２０１８年３月の期間に、１７の自治体、企業、大学などの各パートナーと協力し５Ｇを活用した各種     

実証試験を実施しました。 

 

ドコモが実施主体となり総務省より請負った「人口密集地において１０Ｇｂｐｓを超える超高速通信を可能

とする第５世代移動通信システムの技術的条件等に関する調査検討」※２では、「エンターテインメント」  

「スマートシティ／スマートエリア」「医療」の３つの応用分野において、４．５ＧＨｚ帯および２８ＧＨｚ帯の   

５Ｇ無線装置を用いたサービス・アプリケーションの実証試験を実施しました。 

 

「エンターテインメント」分野では、東京スカイツリータウンⓇ（東京都）等の都市部エリアにおいて、    

４Ｋ高精細３６０度カメラで撮影した映像を伝送し広視野角ヘッドマウントディスプレイで視聴する       

ＶＲ（Ｖｉｒ ｔｕａｌ  Ｒｅａｌ ｉ ｔｙ）エンターテインメントの検証、８ＫマルチチャンネルＭＭＴ伝送の検証、        

ＭＲ（Ｍｉｘｅｄ Ｒｅａｌｉｔｙ）技術を用いた新しいコミュニケーションスタイルの検証、４Ｋデジタルサイネージ  

の検証、シ ョ ッ ピングモール環境での４ Ｋ高精細映像配信、スポーツイベン トにおける                   

４Ｋ高精細ライブビューイングサービスの検証に関する実証実験を実施し、５Ｇの超高速通信を活用した 

新しいエンターテインメントサービス様態の可能性やサービス視点での５Ｇ性能を確認しました。      

また、ドコモが東京スカイツリータウンに構築した「５Ｇトライアルサイト」では屋外環境において最大     

１０．２Ｇｂｐｓのスループットを確認しました。 

「スマートシティ／スマートエリア」分野では、東京都において、監視カメラや警備員が携行する      

ウェアラブルカメラなどを想定した警備映像を、監視センター・警備員間共有することによる、施設内監視や

広域監視における高度化警備サービスに関する実証試験を実施し、５Ｇにより顔照合精度の改善等が  

実現され正確な状況把握やインシデントへの対処時間の短縮を図れることを確認しました。 

また「医療」分野では、和歌山県において、都市部の総合病院と山間部の診療所とを５Ｇを含む     

高速通信ネットワークで接続し、高精細映像を活用した遠隔診療サービスに関する実証試験を実施し、  

５Ｇの超高速通信により問診用の４ＫＴＶ会議システムに加え、診断用の４Ｋ接写カメラ映像や       

超音波映像診断装置（エコー）・ＭＲＩなどの医療機器の映像をリアルタイムに伝送することで、遠隔診療サ

ービスの高度化や医師の負担軽減ができることを確認しました。 

 

ドコモは、ＮＴＴコミュニケーションズが実施主体となる「高速移動時において２Ｇｂｐｓの高速通信を可能と

する第５世代移動通信システムの技術的条件等に関する調査検討」にも参画し、２８ＧＨｚ帯の       

５Ｇ無線装置を用いて、電車・高速バスなどを想定した時速９０キロで移動する高速移動体に対し      
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４Ｋ高精細映像を伝送する試験を実施しました。富士スピードウェイ（静岡県）における自動車に対する  

伝送試験では時速９０キロで最大２．２４Ｇｂｐｓを達成、東武鉄道日光線（栃木県）における走行電車に  

対する伝送試験では時速９０キロで最大２．９０Ｇｂｐｓを達成し、基地局間ハンドオーバーにも成功しました。

また、同電車の走行中に４Ｋ／８Ｋ映像ファイルを基地局サーバーから車載サーバーへ一括ダウンロードし

車内表示する実証試験を実施し、５Ｇのエリアを通過する２１秒の間に１．２ＧＢの映像ファイルの転送に 

成功し、車内における多チャンネル映像や多数の利用者のリクエストに応じた大容量コンテンツの提供の

実現性を確認しました。 

 

これらの成果は、２０１８年３月２７日（火）から２８日（水）まで、総務省主催で東京国際交流館にて   

開催される「５Ｇ国際シンポジウム２０１８」※３において展示予定です。 

 

今後も、これまでの研究開発で得た技術やノウハウのもと、さまざまなパートナーと連携し、幅広い   

アプリケーション・サービスを組み合わせた新たな５Ｇ活用サービス創出に取り組んでまいります。 

 

※１ 総務省「５Ｇ総合実証試験の開始」（２０１７年５月１６日（火）発表） 

http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01kiban14_02000297.html 

※２ ドコモ「総務省「５Ｇ総合実証試験」の推進及び協力体制の構築」（２０１７年５月１９日（金）発表）

https://www.nttdocomo.co.jp/info/news_release/2017/05/19_01.html 

※３ 総務省「「５Ｇ国際シンポジウム２０１８」の開催」（２０１８年３月７日（水）発表） 

 http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01kiban14_02000332.html 

 

＊ 「東京スカイツリータウン」は、東武鉄道株式会社、東武タワースカイツリー株式会社の登録商標です。 

 

 

  本件に関する報道機関からのお問い合わせ先 

株式会社ＮＴＴドコモ 

先進技術研究所 ５Ｇ推進室 

ＴＥＬ：０４６－８４０－３４７０ 



 

 

実証試験の概要 

 

１．試験内容 

１－１．「人口密集地において１０Ｇｂｐｓを超える超高速通信を可能とする第５世代移動通信システムの

技術的条件等に関する調査検討」 

 

■「エンターテインメント」分野 

ドコモは東武鉄道、東武タワースカイツリーの協力のもと、５Ｇを活用した新しいエンターテインメント  

体験に関する実証試験を実施しました。 

２０１７年１２月８日（金）から１０日（日）の期間には、東京ソラマチⓇ５階 スペース６３４において、  

パナソニックの協力のもと、４Ｋ高精細３６０度ライブカメラで撮影した映像を５Ｇ伝送し２２０°広視野角

ヘッドマウントディスプレイで視聴するＶＲ（バーチャルリアリティ）エンターテインメントシステムの    

実証試験を実施し、ご体感いただいた一般のお客様の約７割の方々より、「本システムで遠隔地の   

ライブコンサートをＶＲで体験したい」とのご意見をいただき、好評を得ました。また、華為技術     

（ファーウェイ）の協力のもと、東京スカイツリーⓇの展望デッキと１ｋｍ以上離れた浅草駅ＥＫＩＭＩＳＥ  

とを５Ｇで接続し、浅草駅ビル内にいる人物の映像を、ＭＲ（Ｍｉｘｅｄ  Ｒｅａｌ ｉ ｔｙ）技術を用いて        

ヘッドマウントディスプレイ上に３Ｄで再現する新しいコミュニケーションスタイルの実証試験も実施し、 

臨場感のあるリアルタイムな会話に成功しました。       

 

 

 

 

 

 

 

図１－１－１ ＶＲエンターテインメント   図１－１－２ ＭＲを活用した新コミュニケーションシステム 

 

２０１８年３月５日（月）から３月８日（木）の期間には、東京スカイツリータウンⓇおよび東京ソラマチの

屋内外に試験環境を構築し、人口の密集する商業施設における５Ｇを活用したサービスの実現性を 

検証しました。シャープとの協力では、５Ｇを介した８Ｋ映像のマルチチャンネルＭＭＴ          

（ＭＰＥＧ Ｍｅｄｉａ Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ）伝送の実証試験を行い、映像レイヤーにおける 前方誤り訂正処理に 

よる安定した映像品質が得られることを確認できました。今後、様々なイベントにおける仮設パブリック

ビューイングなどへ応用が期待されます。ジャパンディスプレイとの協力では、超省電力型反射     

ディスプレイを屋外に設置し、商用地におけるデジタルサイネージの実証試験を行いました。試験では、    

ディスプレイ４枚のタイリングにより４Ｋの解像度を実現し、広告等を想定した高精細な映像コンテンツを

基地局から伝送して順次表示を行い、屋外光の下で迫力のある鮮明な表示ができることを確認しました。

別紙 



将来的には５Ｇ移動局との組合せによるケーブル（ＡＣ電源）レスの設置が期待できます。富士通との 

協力では、商業施設を模した屋内に５Ｇの超高密度分散アンテナを配備し、ショッピングモールにおける

商品情報などの表示を想定した４Ｋ高精細映像を移動局へ伝送する実証試験を行い、入り組んだ複雑

な形状のテナント等においても安定して映像伝送できることを確認しました。 

 

 

図１－１－３ 東京スカイツリータウンⓇにおける実証試験 

 

 

２０１８年３月１９日（月）から３月２０日（火）の期間には、ドコモが東京スカイツリータウンに構築した    

「５Ｇトライアルサイト」において周辺エリアでの５Ｇ無線伝送試験を実施し、屋外環境において２ユーザ  

同時接続時に最大１０．２Ｇｂｐｓのスループットを観測、実フィールドにおいて超高速・大容量通信が  

実現できることを確認しました。  

 



 

図１－１－４ ５Ｇトライアルサイトにおける無線伝送試験 

 

 

また、ドコモは２０ １ ８年３月１９日 （月 ）に 、スタジアムにおいてスポーツイベントの            

４Ｋ高精細ライブビューイングサービスに関する実証試験を実施しました。本試験では，外野席に設置し

た３台の４Ｋ高精細中継用カメラ映像を、日本電信電話の提供する協調無線ＬＡＮシステムおよび    

ＰＯＮ（Ｐａｓｓｉｖｅ Ｏｐｔｉｃａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋ）によって、バックスクリーン付近に設置した５Ｇ基地局まで伝送し、

さらにスタジアム外の施設まで５ Ｇで伝送しました 。インフォシテ ィ との協力のもと 、             

４Ｋライブビューイングシステムを構築し、スタジアムから離れた位置にある施設外スペースにおいても、

同時間に、スタジアムさながらの臨場感で観戦体験できることを確認しました。 

 

 

図１－１－５ スポーツイベントのライブビューイングに関する実証試験 

 

 

 

 



■「スマートシティ／スマートエリア」分野 

ドコモは綜合警備保障、日本電気の協力のもと、高度化セキュリティに関する実証試験を実施しまし

た。２０１７年１１月９日（木）から１１月１１日（土）に日本科学未来館（東京都）において、高精細な   

監視カメラ映像と顔認証ゲートを活用した新しい施設内セキュリティシステムのデモンストレーションと 

実証試験を実施し、５Ｇの超高速・大容量通信により映像フレームレートを向上することで、顔照合頻度

を最大６倍に高められることを確認しました。また、２０１８年２月１３日（火）から２月１６日（金）の期間に

は、東京都・靖国通り（新宿区）付近において、警備員に対する警備・警戒情報の共有を想定した   

高精細映像の伝送試験を実施し、従来の無線媒体よりも５Ｇを介して迅速かつ安定的に伝送できること

を確認しました。さらに、２０１８年３月１５日（木）より、東京スカイツリーⓇの展望デッキに設置した         

４Ｋ高精細カメラとＡＩ処理サーバーを活用した広域監視についても試験を実施し、火災や交通事故など

を想定した異常検出に関する基本検証を行いました。 

 

 

図１－１－６ 施設内監視に関する実証試験 

 

 

図１－１－７ 広域監視に関する実証試験 

 

■「医療」分野 

ドコモは和歌山県、和歌山県立医科大学の協力のもと、遠隔診療に関する実証試験を         

２０１８年２月２０日（火）から３月６日（火）の期間に実施しました。この試験では和歌山県立医科大学 

地域医療支援センター（和歌山県和歌山市）と、国保川上診療所（和歌山県日高川町）とを５Ｇを含む 

高速通信ネットワークで接続し、ＮＴＴコミュニケーションズ提供の高精細４ＫＴＶ会議システムの     

映像・音声を２拠点間で伝送し、医師間の意見交換や、医師と患者間のコミュニケーションに活用    

しました。実証試験は、和歌山県立医科大学が提供する遠隔外来サービスの計５症例（皮膚科３症例、



整形外科１症例、循環器内科１症例）の患者様に対し実施され、診療科に応じて、国保川上診療所から

和歌山県立医科大学に向けて外傷診断用の４Ｋ接写カメラの映像や、内部疾患診断用の超音波   

診断装置（エコー）の映像、診療所側で予め撮影したＭＲＩ画像の伝送を同時に実施しました。      

５Ｇにより従来の１００倍以上のデータレートを必要とする高精細映像を２拠点間で共有することで、  

遠隔診療に携わる医大の専門医にとって「明瞭な映像や医療機器の情報により症状の判断がしやすい」

「臨場感があり間近で診ている感覚を持てる」など診療の負担を軽減できること、また、地方の診療所に

勤める医師の育成や地域医療のレベルアップを図れることが確認できました。 

 

 

図１－１－８ 外傷診断映像の比較 

 

 

 

図１－１－９ 遠隔診療に関する実証試験 

 

 

  



１－２．「高速移動時において２Ｇｂｐｓの高速通信を可能とする第５世代移動通信システムの      

技術的条件等に関する調査検討」 

 

ドコモはＮＴＴコミュニケーションズとともに、高速移動体に対する５Ｇ無線伝送および高精細映像伝送

の実証試験を実施しました。２０１８年２月７日（水）から２月９日（金）の期間には、富士スピードウェイ

（静岡県）において、グランドスタンド付近に設置した基地局を設置し、高速で移動する自動車に対する

５Ｇ無線伝送を想定した実証試験を行い、時速９０キロの高速移動環境で最大２．２４Ｇｂｐｓの      

スループットが得られることを確認しました。 

 

図１－２－１ 富士スピードウェイにおける高速移動体向け無線伝送試験 

 

２０１８年２月１９日（月）から２月２３日（金）の期間には、東武鉄道の協力のもと、東武鉄道日光線の

家中駅および楡木駅付近に５Ｇ通信エリアを構築し、６３４型スカイツリートレインを高速走行させ、   

高速鉄道に対する５Ｇ無線伝送を想定した実証試験を実施しました。試験の結果、楡木駅付近にて  

時速９０キロの高速移動環境で最大２．９０Ｇｂｐｓのスループットが得られ、家中駅付近では２つの   

基地局間でのハンドオーバーにも成功しました。 

 

 

図１－２－２ 東武鉄道日光線における高速移動体向け無線伝送試験 



さらに、インフォシティの協力のもと基地局側に設置した映像配信サーバーから、車両に搭載した  

映像受信サーバーに対し、家中駅付近の５Ｇエリアにおいて複数の４Ｋ／８Ｋ映像ファイルを一括    

ダウンロードする試験を行い、通過時間２１秒の間に計１．２ＧＢのファイルを転送し、車両内に設置した

４Ｋディスプレイや、ジャパンディスプレイ提供の１７型８Ｋディスプレイに動画を表示しました。このような

高速移動環境におけるＧｂｐｓ級の超高速通信の実現により、最新ニュースの映像クリップを高速鉄道

の乗客に向けてタイムリーに配信することも可能になります。 

 

 
図１－２－３ 東武鉄道日光線における高速移動体向け高精細映像伝送試験 

 

  



２．各社の役割 

２－１．「人口密集地において１０Ｇｂｐｓを超える超高速通信を可能とする第５世代移動通信システムの

技術的条件等に関する調査検討」 

 役割 

ドコモ 
・本実証試験全体の推進／統括 

・実験環境（５Ｇトライアルサイト）の提供 

綜合警備保障 
・施設内監視／広域監視における警備オペレーションの実証試験 

・広域監視向け高精細カメラシステムの提供 

日本電気 
・施設内監視における顔認証ゲートなどのセキュリティシステムの実証試験 

・５Ｇ無線装置の提供（スマートシティ／スマートエリア・医療） 

富士通 

・ショッピングモールなどの人口密集屋内環境での高精細映像伝送の    

実証試験 

・５Ｇ無線装置の提供（エンターテインメント） 

華為技術（ファーウェイ） 
・ホログラフィックレンズ上にＭＲ映像を投影する通信システムの実証試験 

・５Ｇ無線装置の提供（エンターテインメント） 

エリクソン 
・人口密集環境における５Ｇ伝送の実証試験 

・５Ｇ無線装置の提供 

ノキア 
・人口密集環境・スポーツスタジアムにおける５Ｇ伝送の実証試験 

・５Ｇ無線装置の提供（エンターテインメント） 

東武鉄道 ・エンターテインメント分野における実証試験の推進 

・５Ｇトライアルサイトにおける東京スカイツリータウンⓇの実験環境整備・  

調整 東武タワースカイツリー 

パナソニック 

・４Ｋ ３６０°ライブカメラによるＶＲエンターテインメントの実証試験 

・２２０°広視野角ヘッドマウントディスプレイおよび４Ｋ接写カメラ（医療）の

提供 

シャープ 
・８ＫマルチチャンネルＭＭＴ伝送の実証試験 

・映像側誤り訂正符号化に対応した８Ｋデコーダの提供 

ジャパンディスプレイ 
・低消費ディスプレイによる屋外デジタルサイネージの実証試験 

・４Ｋ反射ディスプレイの提供 

日本電信電話 
・スポーツイベントにおける高精細中継カメラ映像伝送の実証試験 

・協調無線ＬＡＮシステムの提供 

インフォシティ 
・スポーツイベントにおける高精細ライブビューイングサービスの実証試験 

・高精細カメラ､４Ｋライブエンコーダ、映像スイッチャーの提供 

和歌山県 ・高精細映像伝送を活用した遠隔診療サービスの実証試験 

・実験環境（医大・診療所）の提供 和歌山県立医科大学 

ＮＴＴコミュニケーションズ 
・遠隔診療サービスにおける問診用高精細ＴＶ会議システムの実証試験 

・４ＫＴＶ会議システムの提供 



２－２．「高速移動時において２Ｇｂｐｓの高速通信を可能とする第５世代移動通信システムの技術的条件等

に関する調査検討」 

 

 役割 

ＮＴＴコミュニケーションズ ・本実証試験全体の統括 

ドコモ 
・本実証試験全体の推進 

・事前試験環境（ドコモＲ＆Ｄセンタ）、試験測定車両の提供 

日本電気 
・富士スピードウェイ／東武鉄道日光線における高速移動体向け伝送試験 

・５Ｇ無線装置の提供 

エリクソン 
・東武鉄道日光線における高速移動体向け伝送試験 

・５Ｇ無線装置の提供 

東武鉄道 
・東武鉄道日光線における実証試験の推進 

・試験用スカイツリートレインの運行、試験環境の現場調整 

ジャパンディスプレイ 
・鉄道車内における８Ｋ高精細ディスプレイ表示の実証試験 

・１７型８Ｋディスプレイの提供 

インフォシティ 
・高速移動車両向け高品質動画配信サービスの実証試験 

・映像配信サーバー、車載アプリサーバー、４Ｋ表示装置の提供 

ダンディライアン ・富士スピードウェイにおける実証試験の運営 

 

 

＊ 「東京スカイツリータウン」「東京スカイツリー」は、東武鉄道株式会社、東武タワースカイツリー株式会社の登録商標です。 

＊ 「東京ソラマチ」は、東武鉄道株式会社の登録商標です。 

 

 

 


